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『人間・環境学』 投稿要領
(2009 年 12 月 1 日 編集委員会作成，2023 年 9 月 1 日 改定)

1． 投稿資格

1- 1 ．当研究科に関わる教職員と当研究科に在籍する学生に限る．ただし当研究科に関わる教職員の

共著者として，それ以外の者を含むことができる．

2． 投稿規定

2- 1 ．原稿の種類は論文，研究ノート，展望，資料，その他とし，研究上の倫理公正に十分配慮した，

未発表のものに限る．

2- 2 ．原稿の採否は複数のレフェリーによる審査を経て決定する．

2- 3 ．編集委員会は著者に原稿の修正を求めることができる．

2- 4 ．原稿は横書きを原則とする．ただし内容の性質上どうしても縦書きでなければならない場合は

この限りではない．

2- 5 ．原稿は A4 版とし，和文の場合は 1 頁あたり 40 字×30 行，欧文の場合は 30 行で作成すること．

紀要のテンプレート (投稿票の申請後に自動送信されるメールに記載された URL からダウン

ロード可) を用いることが望ましい．

2- 6 ．外国語で書かれたものは，native speaker によるチェックを受けておく．

2- 7 ．原稿の長さは，本文，註，要旨，図・表等すべてを含めて刷り上がり 14 頁以内とする．刷り

上がり (印刷形式) については 3-2 を参照のこと．尚，文字のみで図・表が一切無い原稿の場

合には，400 字詰原稿用紙で 65 枚以内となる．

2- 8 ．日本語「要旨」および，原則として，英文 Summary を付ける．その他の言語による「要旨」

を付けることもできる．それぞれ，刷り上がりで半頁以内とする．

2- 9 ．注や引用文献などは原稿の末尾にまとめる．

2-10．カラー印刷等，印刷製本において余分にかかる費用は著者の負担とする．

2-11．掲載原稿については，京都大学学術情報リポジトリに登録・公開するものとする．ただし，執

箪者からの要望によって論文を公開しないことも可能である．また，公開の諾否の確認は掲載

決定後に行うので，審査に対する影響は一切無い．

3． 印刷形式

3- 1 ．版型は B5 版とする．活字は 9 ポイントを標準とする．

3- 2 ．欧文および和文横書きの場合は左右 2 段組・縦長頁とする (1 段の収容字数は，和文の場合 22

字×42 行，欧文の場合 50 行)．和文縦書きの場合は，右開きを先頭にし，2 段組とする (収容

字数未定)．

3- 3 ．細部については最新号を参照されたい．

4． 別刷り

4- 1 ．50 部まで無償とする．これを越える部数 (50 部単位) については，著者の負担とする．

5． 『人間・環境学』第 33 巻原稿締切り

5- 1 ．原稿の締切りは 2024 年 3 月 29 日 (金曜日) 16 : 00 (JST)．

5- 2 ．投稿者は上記の期日までに所定の投稿票申請フォーム (投稿票の申請後に自動送信されるメー

ルに記載された URL からダウンロード可) に記入の上，原稿ファイルを添付して，システム

上で投稿すること．






